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巻
頭
言　
熱
帯
沿
岸
域
に
お
け
る
持
続
的
水
産
資
源
利
用
の
た
め
の
増
養
殖
技
術
の
開
発
水
産
領
域
長　

首
藤　

宏
幸

世
界
の
一
人
当
た
り
の
魚
介
類
消
費
量
は
こ
の
50
年
で
倍
増

し
、
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
量
の
約
20
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
背
景
に
、
養
殖
生
産
量
は
増
え
続
け
て
お
り
、
今
や
世
界

の
食
用
魚
介
類
消
費
量
の
半
分
近
く
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
世
界
の
魚
介
類
の
需
要
量
は
人
口
増
加
や
都
市

化
に
伴
い
今
後
も
増
え
続
け
、
漁
獲
量
が
伸
び
悩
む
中
、
食
用
魚

介
類
の
供
給
量
の
増
加
は
養
殖
生
産
量
の
増
加
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

養
殖
は
「
青
の
革
命
」
と
も
呼
ば
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
供
給
の
救

世
主
的
存
在
と
し
て
世
界
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

養
殖
が
し
ば
し
ば
環
境
に
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
実
際
、
集
約
的
養
殖
の
急
速
な
拡
大
は
、
環
境
汚
染
や

沿
岸
生
態
系
の
破
壊
、
病
気
の
蔓
延
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
養
殖
大
国
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
エ
ビ
養
殖
池
の
建
設
に
よ
り
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

が
破
壊
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
池
が
汚
染
と
病
気
の
発
生
に
よ
り

数
年
で
放
置
さ
れ
た
と
い
う
話
は
良
く
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
大

量
の
エ
サ
の
投
与
が
海
水
や
海
底
を
富
栄
養
・
低
酸
素
化
さ
せ
、

養
殖
魚
の
大
量
弊
死
を
招
く
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
養
殖
業

を
持
続
的
で
環
境
に
や
さ
し
い
も
の
に
す
る
緊
急
性
は
明
ら
か
で

す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
熱
帯
沿
岸
域
に
お
け
る
持

続
的
水
産
資
源
利
用
の
た
め
の
増
養
殖
技
術
の
開
発
」
は
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
持
続
的
で
環
境
に
や
さ
し
い
増
養
殖
技

術
を
開
発
し
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
小
規
模
養
殖
漁
家
の
生
計
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
５
つ
の
研
究
課
題
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
⑴
ウ
シ
エ
ビ
の
混
合
養
殖
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
⑵
多
栄
養
段

階
統
合
養
殖
（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
⑶
ハ
イ
ガ
イ
の

漁
業
管
理
手
法
の
確
立
、
⑷
エ
ビ
の
成
熟
機
構
の
解
明
、
⑸
エ
ビ

の
飼
育
技
術
の
開
発
。
⑴
と
⑵
の
課
題
は
混
合
養
殖
と
複
合
養
殖

に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
混
合
／
複
合
養
殖
は
、
養
殖
魚
・
エ

ビ
の
残
餌
や
糞
、あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
由
来
す
る
無
機
栄
養
塩
を
、

貝
や
ナ
マ
コ
、
海
藻
な
ど
の
エ
サ
と
し
て
再
利
用
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
養
殖
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
過

剰
な
栄
養
物
質
を
減
ら
せ
る
上
に
、
養
殖
漁
家
へ
の
新
た
な
収
入

を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
⑶
の
課
題
は
ハ
イ
ガ
イ
の
浮
遊

幼
生
供
給
と
着
底
後
の
生
残
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
両

過
程
と
も
に
こ
の
貝
の
生
産
量
を
左
右
す
る
主
要
因
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
再
生
産

－

加
入
過
程
と
養
殖
漁
場
の
環
境
収
容
力

を
把
握
で
き
れ
ば
、
ハ
イ
ガ
イ
の
適
切
な
漁
業
管
理
手
法
の
開
発

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
⑷
と
⑸
の
課
題
は
エ
ビ
の
再
生
産

過
程
の
制
御
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
現
在
、
エ
ビ
の
成
熟
誘

発
は
主
に
眼
柄
切
除
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
熟
の
効
率

が
低
い
ば
か
り
か
エ
ビ
の
死
亡
や
卵
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
も
し
眼
柄
切
除
に
替
わ
る
方
法

が
開
発
で
き
れ
ば
、
安
定
的
な
種
苗
生
産
技
術
の
確
立
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
持
続
的
な
養
殖
業
の

進
展
に
は
環
境
的
視
点
に
加
え
て
、
経
済
的
、
社
会
的
視
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、今
後
、

社
会
経
済
学
的
な
評
価
も
取
り
入
れ
て
研
究
を
進
め
る
計
画
に
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
は
こ
の
５
カ
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
年
に
当
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
10
月
９
日
〜
10
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
研
究
の
進

捗
状
況
、成
果
お
よ
び
問
題
点
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
の
研
究
の
進
め
方
を
議
論
し
ま
し
た
。

計
13
人
の
研
究
者
が
、タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、マ
レ
ー
シ
ア
で
行
っ

て
い
る
研
究
の
成
果
を
発
表
し
、
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
討
論
で
は
、
開
発
し
た
技
術
の
普
及
や
今
後
の

協
力
関
係
の
あ
り
方
等
に
つ
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
特
集
号
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
の
中
か
ら
３
つ
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
タ
イ
の
混
合
養
殖
研
究
で
は
、
ウ

シ
エ
ビ
と
混
合
養
殖
さ
れ
た
緑
藻
が
水
中
の
栄
養
塩
を
吸
収
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
エ
ビ
の
成
長
促
進
・
色
揚
げ
効
果
を
も
有
す
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
研
究
で

は
、
こ
の
養
殖
シ
ス
テ
ム
の
鍵
と
な
る
ナ
マ
コ
が
、
魚
の
養
殖
用

エ
サ
や
糞
を
効
率
良
く
利
用
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
漁
業
管
理
研
究
で
は
、
ハ
イ
ガ
イ
浮
遊
幼

生
が
河
口
循
環
流
に
よ
り
干
潟
に
輸
送
さ
れ
、
着
底
す
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
イ
ソ
ン
博
士
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ

Ｓ
と
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
の
連
携
に
つ
い
て
の
レ
ビ
ュ
ー

で
締
め
括
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
特
集
号
が
、
私
達
が
東
南
ア
ジ
ア
で
進
め
て
い
る
「
持
続
的

増
養
殖
技
術
の
開
発
」
を
目
指
し
た
研
究
活
動
を
理
解
す
る
た
め

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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タ
イ
に
お
け
る
ウ
シ
エ
ビ
混
合
養
殖
研
究

水
産
領
域　

筒
井　

功

現
在
、
世
界
の
ク
ル
マ
エ
ビ
類
養
殖
生
産

量
は
水
産
養
殖
の
第
二
位
で
、
重
要
な
産
業

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
エ
ビ

養
殖
は
、
主
と
し
て
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
に

お
い
て
、
集
約
的
養
殖
手
法
に
よ
り
行
わ
れ

て
お
り
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
類
が
水
質
浄

化
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
類
の
繁
殖

は
非
常
に
不
安
定
で
、
塩
分
や
光
量
、
水
温

な
ど
の
物
理
的
環
境
変
化
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
相
は
容
易
に
変
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ク
ル
マ
エ
ビ
類
の
養
殖
に
携
わ
る
人
々

に
と
っ
て
、
養
殖
池
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

類
の
種
組
成
と
生
育
量
の
適
切
な
管
理
は
、

非
常
に
難
く
高
度
な
技
術
と
経
験
を
必
要
と

す
る
も
の
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
多
数

を
占
め
る
零
細
養
殖
業
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
も
、「
大
雨
の
後
に
急
に
池
の
水

が
透
明
に
な
っ
た
（
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
死
滅

し
た
）」
等
々
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
困
難
さ
を
肌
で
感
じ
ま
す
。

我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
代
替
と
し
て
海
藻
類
に
注
目

し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
原
産
種
で
あ
る
ウ
シ
エ

ビ
の
養
殖
に
活
か
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
と
研
究
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、ジ
ュ

ズ
モ
属
緑
藻
の
一
種
は
、
ほ
と
ん
ど
塩
分
を

感
じ
な
い
淡
水
か
ら
海
水
の
数
倍
の
塩
水
ま

で
生
育
す
る
事
が
可
能
で
、
非
常
に
強
い
広

塩
性
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
ウ
シ
エ
ビ
は
人
工
配
合
餌
料
を
与
え
て

い
て
も
、
ジ
ュ
ズ
モ
属
の
一
種
な
ら
び
に
共

生
関
係
に
あ
る
腹
足
類
ミ
ズ
ゴ
マ
ツ
ボ
属
の

一
種
の
双
方
を
積
極
的
に
摂
餌
し
、
ウ
シ
エ

ビ
の
成
長
や
加
熱
時
の
赤
色
度
合
い
が
向
上

す
る
こ
と
も
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
ウ
シ
エ
ビ
と
海
藻
と
の
混

合
養
殖
技
術
は
、
未
利
用
の
動

植
物
ベ
ン
ト
ス
類
を
補
助
的
餌

料
と
し
て
ウ
シ
エ
ビ
に
摂
餌
さ

せ
る
点
で
、
商
品
と
な
り
う
る

海
藻
類
・
ベ
ン
ト
ス
類
・
貝
類

な
ど
を
利
用
し
て
収
入
の
多
様

性
を
求
め
る
従
来
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ

の
概
念
と
は
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
実
用
化
や
普
及
に
は
検
討

の
必
要
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
タ
イ
の
み
な
ら
ず

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
内
外
研

究
者
と
共
同
で
、
零
細
的
ウ
シ

エ
ビ
養
殖
に
携
わ
る
人
々
の
た

め
に
、
よ
り
良
い
技
術
の
開
発

に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
シ
エ
ビ
養
殖
池
と
い
う
閉
鎖
的
か
つ
環

境
変
化
が
多
彩
で
富
栄
養
化
し
た
特
殊
な
環

境
で
も
育
つ
海
藻
を
選
択
す
る
ま
で
に
、

１
３
０
種
を
超
え
る
海
藻
類
及
び
海
草
類
に

つ
い
て
、
天
然
海
域
や
実
験
室
で
生
態
観
察

な
ら
び
に
生
理
学
的
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

お
の
お
の
の
種
に
つ
い
て
、
生
育
場
所
や
生

育
状
況
な
ど
の
自
然
史
情
報
の
蓄
積
な
ら
び

に
生
態
写
真
・
顕
微
鏡
写
真
等
の
撮
影
も
同

時
に
行
い
ま
し
た
。２
０
１
２
年
３
月
に
は
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
元
に
し
て
一
般
の
方
々
に

向
け
て
英
語
及
び
タ
イ
語
で
取
り
纏
め
た
生

態
図
鑑
「Com

m
on underw

ater plants in 

coastal areas of T
hailand

」
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｓ
叢
書
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。
本
沿

岸
環
境
に
関
心
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
本
書
の
ウ
ェ
ブ
版
で
あ
るhttp://w

w
w
.

jircas.affrc.go.jp/project/aquacult_

T
hailand/index.htm

l

を
ご
参
照
頂
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

図2. ミズゴマツボ属の一種（Stenothyra sp.）

図 1. ジュズモ属の一種（Chaetomorpha sp.）
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フ
ィ
リ
ピ
ン
の
零
細
養
殖
家
の
た
め
の
多
栄
養
段
階
統
合
養
殖
技
術
の
開
発

水
産
領
域　

渡
部　

諭
史

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
水
産
養
殖
の
生
産
量

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
養
殖
で
は
魚
を

高
密
度
で
飼
育
し
て
大
量
の
餌
を
与
え
る
た

め
、
富
栄
養
化
と
呼
ば
れ
る
環
境
悪
化
が
問

題
と
な
り
、
養
殖
魚
が
大
量
に
死
ぬ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。多
栄
養
段
階
統
合
複
合
養
殖（
Ｉ

Ｍ
Ｔ
Ａ
色
々
な
エ
サ
を
食
べ
る
生
物
を
組
み

合
わ
せ
た
養
殖
手
法
）
は
、
余
分
な
栄
養
を

養
殖
生
産
に
転
換
で
き
る
た
め
、
環
境
に
も

経
営
に
も
効
果
的
な
手
法
と
し
て
近
年
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
南
ア
ジ
ア
漁

業
開
発
セ
ン
タ
ー
養
殖
部
局
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
）
と
の
連
携
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
零
細
養
殖
家
の
た
め
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
技
術
を

開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
室
内
飼
育

実
験
、
野
外
検
証
実
験
、
社
会
経
済
学
的
な

ど
多
面
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ナ
マ
コ
類
は
底
質
（
砂
や
泥
）
の
有
機
物

を
食
べ
る
た
め
に
、
環
境
浄
化
に
有
用
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
に
注
目
し
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
は
、
熱

帯
性
食
用
ナ
マ
コ
で
は
最
も
高
価
で
重
要
な

種
で
す
。
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、

ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
が
配
合
餌
料
や
魚
の
糞
を
餌

に
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
海
面
養
殖
イ
カ
ダ
で
魚
の
生

け
簀
の
下
に
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
用
に
設
計
し
た

カ
ゴ
を
垂
下
し
て
、
魚
の
糞
で
育
て
る
試
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
魚
類
や

海
藻
と
組
み
合
わ
せ
た
屋
内
水
槽
飼
育
実
験

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ナ
マ
コ
は
底
質
の
有
機

物
を
除
去
す
る
代
わ
り
に
尿
と
し
て
ア
ン
モ

ニ
ア
を
排
泄
し
ま
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
や
リ
ン

は
、
植
物
の
栄
養
と
な
る
の
で
、
海
藻
に
こ

れ
ら
を
利
用
さ
せ
て
水
質
を
保
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。

ミ
ル
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
、

キ
リ
ン
サ
イ
を
用
い
た
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
の
各
種

の
適
正
な
飼
育
量
を
推
定
す
る
た
め
に
、
ハ

ネ
ジ
ナ
マ
コ
の
成
長
様
式
や
餌
の
消
化
吸
収

や
ア
ン
モ
ニ
ア
排
泄
量
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
飼
育
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
実
験
結
果
か
ら
、
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
の
日

齢
と
窒
素
収
支
の
関
係
を
推
定
し
ま
し
た

（
図
１
）。
窒
素
排
泄
量
と
成
長
に
必
要
な
窒

素
量
の
和
を
窒
素
要
求
量
と
し
て
、
ミ
ル
ク

フ
ィ
ッ
シ
ュ
用
配
合
餌
料
の
量
に
換
算
す
る

と
（
図
２
）、
例
え
ば
１
歳
の
ハ
ネ
ジ
ナ
マ

コ
は
、
１
日
に
40
㎎
の
餌
を
必
要
と
す
る
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
が

排
泄
す
る
窒
素
で
養
殖
可
能
な
キ
リ
ン
サ
イ

の
量
を
推
定
し
た
と
こ
ろ
（
図
３
）、
１
歳

の
ハ
ネ
ジ
ナ
マ
コ
か
ら
は
40
ｇ
の
キ
リ
ン
サ

イ
の
成
長
に
必
要
な
量
の
窒
素
が
排
泄
さ
れ

る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
条
件
を

単
純
化
し
た
推
定
値
で
現
実
と
は
か
け
離
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ

設
計
の
目
安
と
し
て
有
用
で
す
。
さ
ら
に
信

頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
験
を

続
け
て
い
ま
す
。

実
験
結
果
の
養
殖
現
場
で
の
検
証
は
、
技

術
開
発
に
重
要
で
す
。
海
域
で
の
栄
養
の
流

れ
を
定
量
す
る
ト
レ
ー
サ
ー
手
法
を
確
立
す

る
た
め
の
基
礎
実
験
や
、
海
水
の
物
理
的
・

化
学
的
な
性
情
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
養

殖
場
付
近
の
水
質
と
底
質
の
定
期
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
数
値

モ
デ
ル
解
析
す
る
こ
と
で
、
養
殖
が
周
辺
海

域
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
る
の
か
、
Ｉ
Ｍ

Ｔ
Ａ
が
富
栄
養
化
の
軽
減
に
ど
の
程
度
役
に

立
つ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
す
。
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マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
ハ
イ
ガ
イ
養
殖
の
漁
業
管
理
手
法
開
発
の
取
り
組
み

水
産
領
域　

圦
本　

達
也

ア
カ
ガ
イ
の
仲
間
で
あ
る
ハ
イ
ガ
イ
は
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
重
要
な
養
殖
対
象
種
で
あ

り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
河
口
域
に
形
成
さ
れ
る

泥
干
潟
を
中
心
に
地
ま
き
養
殖
が
盛
ん
で

す
。
特
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
半
島
西
岸
に
あ
る

セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
沿
岸
で
は
、
雨
季
の
後
期
か

ら
乾
季
の
初
期
に
ハ
イ
ガ
イ
の
稚
貝
が
大
量

発
生
す
る
た
め
（
図
１
）、
こ
れ
ら
を
種
貝

に
用
い
る
地
ま
き
養
殖
漁
場
が
沿
岸
の
約

１
０
０
㎞
に
わ
た
り
広
が
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
沿
岸
で
は
ハ
イ
ガ
イ
の

生
産
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
沿
岸

開
発
に
よ
る
環
境
変
化
、養
殖
場
の
過
密
化
、

ハ
イ
ガ
イ
の
大
量
死
が
問
題
視
さ
れ
て
お

り
、
ハ
イ
ガ
イ
の
持
続
的
安
定
生
産
の
実
現

が
重
要
課
題
で
す
。

現
在
「
環
境
収
容
力
に
配
慮
し
た
ハ
イ
ガ

イ
の
持
続
的
増
養
殖
技
術
の
開
発
」と
題
し
、

ハ
イ
ガ
イ
養
殖
漁
業
の
安
定
生
産
を
目
的
と

し
た
漁
業
管
理
手
法
の
開
発
を
目
指
し
、
セ

ラ
ン
ゴ
ー
ル
沿
岸
を
モ
デ
ル
海
域
と
し
た
ハ

イ
ガ
イ
の
初
期
生
態
の
解
明
や
養
殖
漁
場
の

環
境
収
容
力
評
価
の
た
め
の
基
礎
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
に
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
国
立
水
産
研
究
所
、
日
本
の
（
独
）
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
そ
し
て
両
国
の
大
学

か
ら
、
生
態
学
、
資
源
学
、
環
境
学
等
の
各

専
門
家
に
参
画
を
頂
き
、
国
際
的
な
共
同
研

究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
期
に
は
、
セ
ラ
ン

ゴ
ー
ル
沿
岸
に
お
け
る
ハ
イ
ガ
イ
の
産
卵
パ

タ
ー
ン
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
同
沿
岸

の
ハ
イ
ガ
イ
も
熱
帯
域
特
有
の
長
い
産
卵
期

を
持
ち
、
特
に
雨
季
に
生
殖
腺
が
発
達
し
放

卵
放
精
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
沿
岸

で
採
集
さ
れ
た
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
光
学

顕
微
鏡
観
察
か
ら
、
浮
遊
期
間
が
２
週
間
あ

ま
り
と
さ
れ
る
ハ
イ
ガ
イ
類
浮
遊
幼
生
（
海

中
を
浮
遊
す
る
二
枚
貝
の
赤
ち
ゃ
ん
）
が
セ

ラ
ン
ゴ
ー
ル
沿
岸
で
は
長
期
か
つ
広
域
に
出

現
し
、
そ
の
量
は
雨
季
を
中
心
に
し
ば
し
ば

増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
洋
デ
ー
タ
や
気

象
情
報
か
ら
雨
季
に
河
川
か
ら
の
淡
水
流
入

量
が
増
加
し
て
岸
か
ら
沖
に
吹
く
風
も
強
く

な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
河
口
循
環
流
（
底

層
水
は
沖
か
ら
岸
に
流
れ
る
）
の
強
化
が
浮

遊
幼
生
の
干
潟
へ
の
回
帰
率
を
高
め
て
い
る

と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
イ
ガ
イ
養
殖
漁
場
に
お
け
る
環
境
収
容

力
評
価
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
水
産
研
究
所

が
中
心
と
な
り
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
沿
岸
の
養
殖

漁
場
毎
の
ハ
イ
ガ
イ
生
産
量
が
集
計
さ
れ
、

漁
場
面
積
あ
た
り
の
漁
獲
量
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
生
産
量
の
高
い
４
つ
の

中
心
漁
場
を
研
究
対
象
海
域
に
定
め
、
ハ
イ

ガ
イ
の
成
長
率
、
海
域
の
栄
養
塩
レ
ベ
ル
、

ハ
イ
ガ
イ
の
餌
に
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

発
生
量
の
比
較
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
基
礎
知
見
は
ハ
イ
ガ
イ
養
殖
漁
場

の
環
境
収
容
力
評
価
や
漁
業
管
理
手
法
の
開

発
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
前
期
に
は
、
ハ
イ
ガ
イ
の
初
期
生
態
研

究
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
ハ
イ
ガ
イ
浮
遊
幼

生
の
簡
便
な
種
同
定
法
に
適
用
す
る
た
め
の

特
異
プ
ラ
イ
マ
ー
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
種
を

同
定
し
検
出
）
を
（
独
）
水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
と
共
同
開
発
す
る
と
と
も
に
、
東
南

ア
ジ
ア
の
二
枚
貝
養
殖
場
で
被
害
が
拡
大
す

る
麻
痺
性
貝
毒
に
対
す
る
新
し
い
監
視
手
法

の
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
導
入
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
開
発
や
検

討
段
階
か
ら
普
及
に
向
け
て
進
展
さ
せ
、
ハ

イ
ガ
イ
養
殖
技
術
の
高
度
化
に
活
用
し
て
行

く
予
定
で
す
。

図１　漁業者によるハイガイの稚貝採集の様子（A）と砂の様に見える袋詰めされた大量のハイガイ稚貝（B）とその実体顕微鏡画像（C）

2013.12  No.69JIRCAS NEWS 6

特 集 JIRCAS熱帯沿岸域養殖プロジェクト



Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
連
携

東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ
ン
タ
ー
養
殖
部
局
情
報
研
修
部
長　

エ
ヴ
リ
ン
・
グ
レ
ー
ス
・
ア
イ
ソ
ン

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
（
東
南
ア
ジ

ア
漁
業
開
発
セ
ン
タ
ー
養
殖
部
局
）
と
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
連
携
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
は
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ

Ｓ
と
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
実

り
多
い
共
同
研
究
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
熱

帯
沿
岸
域
に
お
け
る
持
続
的
水
産
資
源
利
用

の
た
め
の
増
養
殖
技
術
の
開
発
」
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ 

、
タ

イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ラ
カ
バ

ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
水
産
研
究
所
、
ラ
オ
ス
水

生
生
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
、
日
本
の
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
や
大
学
と
の
５
カ
年
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
２
０
１
１
年
に

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
と
の
共
同
研
究

課
題
は
、
多
栄
養
段
階
統
合
養
殖
（
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ａ
）
の
手
法
確
立
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
、

小
規
模
養
殖
家
へ
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
生
態
系
の
中
で
様
々
な

食
地
位
に
あ
る
生
物
の
適
正
な
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
複
合
養
殖
技
術
で
、
養
殖
環
境
汚
染

の
軽
減
と
生
産
物
の
多
様
化
、
収
入
の
向
上

を
同
時
に
可
能
に
す
る
持
続
的
な
養
殖
手
法

で
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ 

研
究
で
は
、
鍵
種
で
あ
る
ハ

ネ
ジ
ナ
マ
コ
（H

olothuria scabra

）
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

に
お
け
る
重
要
養
殖
対
象
種
（
ミ
ル
ク

フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
バ
ラ
ム
ン
デ
ィ
、
マ
ル
コ
バ

ン
、
キ
リ
ン
サ
イ
、
ウ
ミ
ブ
ド
ウ
）
と
の
混

合
養
殖
手
法
に
関
す
る
研
究
が
ま
ず
行
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
実
験
室
レ
ベ
ル
で
複
合

養
殖
系
内
の
物
質
循
環
を
定
量
的
に
把
握

し
、
そ
の
結
果
を
実
際
の
養
殖
現
場
で
の
水

質
や
底
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
検
証

す
る
調
査
も
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

複
合
養
殖
実
験
に
用
い
る
種
は
、
養
殖
家

の
需
要
に
応
じ
て
速
や
か
に
利
用
可
能
な
技

術
を
開
発
す
る
た
め
、
パ
ナ
イ
島
で
広
く
養

殖
さ
れ
て
い
る
種
に
関
し
て
情
報
整
理
を

行
っ
た
上
で
決
定
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
波

及
効
果
と
し
て
持
続
可
能
な
生
計
向
上

（Sustainable Livelihood A
pproach

）

手
法
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
を
小
規
模
養
殖

家
へ
適
応
し
や
す
い
形
で
紹
介
す
る
た
め
の

研
究
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
殖
生
産
の
継
続
的
な
増
加
に
伴
い
、
富

栄
養
化
に
よ
る
水
質
と
底
質
の
汚
染
、
さ
ら

に
は
養
殖
魚
の
大
量
斃
死
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
技
術
開
発
に
よ
る
養
殖

業
界
の
発
展
は
、
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
、

利
益
や
機
会
の
不
平
等
な
配
分
と
い
っ
た
問

題
を
引
き
起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
は
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
対
し
て
、「
責
任
あ
る
養
殖
に
よ
る
環

境
保
全
」
と
「
養
殖
の
社
会
経
済
的
課
題
へ

の
対
応
」
と
い
う
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
科
学
的
な
養
殖
技
術
開
発
の

み
な
ら
ず
、
情
報
提
供
や
普
及
活
動
に
よ
る

養
殖
業
界
の
生
産
力
向
上
に
努
め
て
来
て
お

り
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
研
究
お
よ
び
そ
の
他
の
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
技
術
の
普
及

を
促
進
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
Ｓ
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
研
究
の
方
向
性
は
正
し

く
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
の
研
究
目

的
の
実
現
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
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Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

熱
帯
沿
岸
域
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
イ
ガ
ン
臨
海
実
験
所

（
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
小
規
模
ウ
エ
ッ
ト
実
験
室
竣
工
式

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
熱
帯
沿

岸
域
に
お
け
る
持
続
的
水
産
資
源
利
用
の
た

め
の
増
養
殖
技
術
の
開
発
」
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
２
０
１
３
年
10
月
９
日
〜

10
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
南
ア
ジ
ア
漁
業
開

発
セ
ン
タ
ー
養
殖
部
局
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

／
Ａ
Ｑ
Ｄ
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
５

か
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
持
続
的
で
環
境
に

や
さ
し
い
増
養
殖
技
術
を
開
発
し
、
東
南
ア

ジ
ア
地
域
の
小
規
模
養
殖
漁
家
の
生
計
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
１

年
に
タ
イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大

学
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ

Ｑ
Ｄ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
立
水
産
研
究
所
、

日
本
の
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同

で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

関
係
者
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
集
い
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
進
捗
状
況
、
成
果
お
よ
び
問

題
点
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
の
研
究
の
進
め
方

を
議
論
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
お
よ
び
上
記
４
機
関
の
ほ

か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
、
マ
レ
ー
シ
ア
水
産

局
も
含
め
て
、
計
33
名
の
参
加
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
計
13
名
の
演
者

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
２
日

目
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
が
Ｉ
Ｍ
Ｓ

に
新
し
く
建
設
し
た
小
規
模
ウ
エ
ッ
ト
実
験

室
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
と

の
共
同
研
究
の
拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
竣
工
式
に
は
、
各
国
か

ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
お
よ
び
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
実
験
室
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
利

用
す
る
研
究
者
に
よ
り
良
い
実
験
環
境
を
提

供
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。流
し
台
、

水
道
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
、
棚
、
エ
ア
コ
ン
、

実
験
台
と
い
っ
た
必
要
最
小
限
の
内
装
を
備

え
、
生
物
測
定
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

た
め
の
簡
単
な
化
学
分
析
な
ど
に
利
用
さ

れ
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｓ
は
、
養
殖
研
究
に
適
し
た
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
実

験
室
の
建
設
が
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
は
、
風
雨
を
避
け
る

た
め
に
食
堂
や
廊
下
で
サ
ン
プ
ル
処
理
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
も
多
栄

養
段
階
統
合
養
殖
技
術
の
現
場
検
証
実
験
の

た
め
Ｉ
Ｍ
Ｓ
を
利
用
し
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
共
同
研
究
を
通
し
て

が
、
⑴
タ
イ
に
お
け
る
ウ
シ
エ
ビ
混
合
養
殖

シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
⑵
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
多
栄
養
段
階
統
合
養
殖
（IM

T
A

）
シ
ス

テ
ム
の
開
発
、
⑶
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
ハ

イ
ガ
イ
の
漁
業
管
理
手
法
の
確
立
、
の
３
課

題
に
つ
い
て
研
究
成
果
を
発
表
し
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
総
合
討

論
で
は
、
開
発
し
た
技
術
の
普
及
や
今
後
の

協
力
関
係
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
、
持
続
的
で
環
境
に
や
さ
し
い

養
殖
技
術
の
開
発
に
向
け
て
大
い
に
期
待
が

持
て
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

本
実
験
室
の
整
備
・
活
用
に
も
貢
献
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
／
Ａ

Ｑ
Ｄ
の
レ
バ
タ
ラ
モ
ス
研
究
部
長
と
Ｉ
Ｍ
Ｓ

代
表
者
の
ヤ
ッ
プ
氏
は
、
祝
辞
の
中
で
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
協
力
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
述

べ
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
斎
藤
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
、
こ
の
実
験
室
が
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
／
Ａ
Ｑ
Ｄ
と
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
研
究
を

ま
す
ま
す
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す
る
と

述
べ
ま
し
た
。

集合写真：JIRCASワークショップ参加者

イガン臨海実験所に建設された小規模ウエット実験室
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〇平成 25 年度熱帯・島嶼研究拠点一般公開

JIRCASの熱帯・島嶼研究拠点では、平成 25 年 6月 23 日（日）10：00 ～ 16：00 に「世界の食料・農業・環

境問題の解決を目指して－石垣から世界へ－」をテーマに一般公開を開催しました。

当日は、「学ぶ」として、研究成果の紹介、ミニ講演会、サトウキビ品種の展示、水質浄化水路等、「体験する」

として、DNA実験、熱帯果樹体験イベント、大型農業機械に触れる等、「楽しむ」として、クイズ付きスタンプ

ラリー、ひまわり・コスモスの花摘み、パイナップル・黒糖等の試食等、多くの皆さんに楽しんでいただきました。

ミニ講演会：皆さん熱心に聞いていますね。

熱帯果樹の接ぎ木って難しい？

これがサトウキビの品種です。

さすがの “ねっけん君 ”も疲れちゃった？
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○アグリビジネス創出フェア出展
平成 25 年 10 月 23 日（水）～ 10 月 25 日（金）に、東京ビッグサイト（東京都江東区有明）において、農林水産・
食品産業分野における技術交流展示会「アグリビジネス創出フェア 2013」が開催されました。
JIRCASは、硝化抑制方法としての「生物的硝化抑制」及び新しい硝化抑制剤の実用化につながる「脂肪酸の硝化

抑制活性」、並びにCDM事業に関して「日本で唯一の植林CDM事業であるパラグアイ植林事業による炭素クレジッ
トの売却」及び現地での実施の拡大が望まれる「ベトナムにおける温室効果ガスの排出削減とビジネス展開－共同研究
企業の募集－」について、ポスター、展示物、資料等で紹介し、研究成果の実用化に向けた説明及び広報を行いました。
さらに会場で同時に行われた研究技術プレゼンテーションイベントで、硝化抑制についての発表を行いました。
本フェアは「全国の産学の各機関の有する農林水産・食品分野などの最新技術や研究成果を展示やプレゼンテー
ションなどでわかりやすく紹介し研究機関間や研究機関と事業者との連携を促す場として開催する技術・交流展示
会」として農林水産省が開催したもの（JIRCASは後援）で、大学、民間企業、都道府県の試験場、独立行政法
人等 173 機関が出展し、３日間で 35,117 名の来場者がありました。

〇研究成果の紹介（プレスリリース）

日本初となる植林CDM事業への炭素クレジット発行
- 国連CDM理事会がパラグアイの小規模農家植林事業に対して炭素クレジット発行 -
独立行政法人国際農林水産業研究センター（JIRCAS）が、平成 19 年からパラグアイ国で実施中の、小規模農家

を対象とした植林クリーン開発メカニズム（CDM）事業「パラグアイ国パラグアリ県低所得コミュニティ耕地・草
地再植林事業」に対し、本年8月 24日、6,819t-CO2 の炭素クレジットが、国連CDM理事会から発行されました。
本炭素クレジットは、温室効果ガス（二酸化炭素）の吸収量に相当し、日本の植林CDM事業で、初めての発行です。
JIRCASは、住民参加の下、167 戸の農家が有する合計 215ha のやせて荒れた農地において植林事業を実施し
てきました。このたび、農家 56 戸の合計 82ha の生育良好な植林地に蓄積された二酸化炭素を対象に、国連CDM
理事会から 6,819t-CO2 の炭素クレジットが発行されました。
森林破壊の進む南米では、小規模農家が直接利益を享受する植林CDM事業はこれまで例が少なく、今後、小規
模農家の参加による森林の炭素クレジット事業に取り組む際の先進事例として活用されることが期待されます。
現在、本事業の炭素クレジットの購入を希望する我が国の企業を募集しています。炭素クレジットを購入した企業は、
企業の社会的責任（CSR）としての活用のほか、我が国の温室効果ガス排出量削減目標の達成に貢献することができます。
企業からの資金は、共同研究機関であるパラグアイのアスンシオン大学により、植林CDM事業の対象地域であ
る 16 集落内の各小中学校の教育用機材等の購入にあてる計画です。

＊CDM（Clean Development Mechanism）とは、京都議定書において定められた京都メカニズムの１つで、
先進国が技術や資金を提供し開発途上国で温室効果ガス削減プロジェクトを行った場合、そのプロジェクトに
よって削減された温室効果ガス相当量を、一定の認証手続きを得て取引できる制度です。
＊炭素クレジット （CER; Certifi ed Emission Reduction）とは、先進国間で取引可能な温室効果ガスの削減量
証明のことです。地球温暖化防止のため、先進国は京都議定書に基づいて、CO2 換算した温室効果ガスの排出
量の上限を決めていますが、自国の排出削減努力だけで削減しきれない分について、排出枠に満たない国の排出
量を取引することができます。この排出量を企業間や国際間で流通するときに、クレジットとして取り扱われ、
その取引単位は、1t-CO2 となります。

JIRCAS展示ブースでの説明
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〇 JIRCAS職員　中国政府友誼賞を受賞

中国における国家レベルの賞である「中国政府友誼賞」を JIRCASの齋藤昌義農村活性化担当プログラムディ

レクターが受賞しました。

本賞は、中国で活動した中国国外の研究者・教育者などにとって最高の名誉ある賞です。

JIRCASは、中国における共同研究を長年に渡って推進してきました。今回の受賞は、中国農業大学において、

中国伝統食品の機能性や加工工程の改良に関する研究に取り組んできたことによる研究成果及び大学の若手研究員

の指導を行ってきたことが認められ、中国農業大学から推薦を受けて実現したものです。一連の授賞式典は、9月

29 日、30 日に、李克強・国務院総理及び馬凱・国務院副総理の出席のもと、北京・人民大会堂で開催されました。

＊中国政府友誼賞は、1991 年に創設され、毎年 50 人の外国人専門家が受賞しています（建国 55 周年の 2004 年と

建国 60 周年の 2009 年は、それぞれ 100 名が受賞）。現在まで 67 の国と地域から 1,299 人が受賞しており、対象

となるのは、教育、研究、著作などの分野で中国発展のブレークスルーとなる貢献をした者とされています。各

省庁、省政府等から推薦された者が、中国国家外国専門家局において審査され、受賞者が決定されます。

写真　馬凱・国務院副総理（右）から楯とメダルを授与される齋藤昌義（JIRCAS職員）
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